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令和９年４月入学 新潟大学大学院自然科学研究科博士後期課程 

「未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業（FLAGs）」による 

 国際連携ネットワークを通じた外国人留学生特別選抜 学生募集要項 

 

新潟大学大学院自然科学研究科博士後期課程では、専門分野の修得を前提に、各専攻における先端的

な教育研究を通じて、関連分野の知見や視点を加えた総合的・学際的な分析能力を修得させ、次に掲げ

る能力を備えた人材を養成することを教育目標としています。 

 （１）自然・社会・人類に対する広い視野をもち、責任を自覚する能力 

 （２）課題設定能力と課題解決能力 

 （３）コミュニケーション能力 

 （４）国際会議等における発表能力 

 （５）学術雑誌への論文執筆能力 

 

本学生募集要項は、国際連携ネットワークを通じて、新潟大学大学院自然科学研究科での「未来を先

導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業（FLAGs）」にかかる選抜をするためのものです。 

新潟大学は、文部科学省の令和７年度「未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業」

に採択されました。同事業は、国際化と産学連携を徹底し、質の高い博士人材を育成する拠点を支援す

ることを目的とするものです。 

自然科学研究科では、令和 10年４月に開設予定の総合学術研究科博士後期課程に先駆けて、人文社会

科学と自然科学の「知」を融合し、単一の専門知では解決できない社会課題に挑む「総合知」を創出す

る機会を与え、社会・産業界の発展に貢献できる人材の育成を目指します。 

 

１．募集人員 

専 攻 名 コース名 人数 

数理物質科学専攻 

物理学 

化学 

数理科学 

若干人 

材料生産システム専攻 

機能材料科学 

素材生産科学 

機械科学 

若干人 

電気情報工学専攻 

電気電子工学 

人間支援科学 

情報社会デザイン科学 

若干人 

生命・食料科学専攻 

基礎生命科学 

応用生命・食品科学 

生物資源科学 

日本酒学 

若干人 

環境科学専攻 

自然システム科学 

流域環境学 

社会基盤・建築学 

地球科学 

災害環境科学 

フィールド科学 

東アジア大気環境学（連携講座） 

若干人 
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２．出願資格 

 本学との国際交流に貢献しているリエゾンプロフェッサー（または本学との連携窓口教員）による推

薦書の提出が可能で、以下のいずれかに該当する者。 

(1)修士の学位又は専門職学位（学校教育法第 104条第１項の規定に基づき学位規則（昭和 28年文部 

省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位をいう（以下同じ））を有する者及び令和９年３月 

までに取得する見込みの者 

(2)外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和９年３月までに 

授与される見込みの者（【注】参照） 

(3)外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門職学位 

に相当する学位を授与された者及び令和９年３月までに授与される見込みの者（【注】参照） 

(4)我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付 

けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位又 

は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和９年３月までに授与される見込みの者 

(5)国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和 51年法 

律第 72号）第１条第２項に規定する 1972年 12月 11日の国際連合総会決議に基づき設立された国 

際連合大学（以下「国際連合大学」という）の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与さ 

れた者及び令和９年３月までに授与される見込みの者 

(6)大学を卒業し、大学、研究所等において、２年以上研究に従事した者で、本研究科において、当該 

研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めたもの（【注】参照） 

(7)外国において学校教育における 16年の課程を修了した後、又は外国の学校が行う通信教育におけ 

る授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における 16年の課程を修了 

した後、大学、研究所等において、２年以上研究に従事した者で、本研究科において、当該研究の 

成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めたもの（【注】参照） 

(8)本研究科において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上 

の学力があると認めた者で、令和９年３月 31日までに 24歳に達するもの（【注】参照） 

 

【注】出願資格の(2)、(3)、(6)、(7)、（8）のいずれかにより出願する場合は、出願資格審査が必要 

です。「10．事前資格の審査」を受けてください。 

 

 

３．出願手続 

(1) 出願方法 

以下手順により、対応してください。 

①(4)「出願書類等」を準備する。 

②検定料【30,000円】を支払う。 

 ※海外から送金する場合は、flywireにてご対応願います。手順は、８ページ参照。 

③①で準備をした出願書類等を、(2)提出先に提出する。 

 ※まずは、メールで pdf等データにて提出してください。確認後、「出願書類の郵送等」につい 

て指示をします。 

 

(2) 提出先  

 〒950-2181 新潟市西区五十嵐２の町 8050番地  

       新潟大学大学院自然科学研究科学務係 

       電 話 +81-25-262-7387 / ＦＡＸ +81-25-262-7398 

       Mail  z-gakumu@adm.niigata-u.ac.jp 
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（3）出願期間 

    令和８年９月 11日（金）から令和８年９月 16日（水）16：00（日本時間）まで（必着） 

 

（4）出願書類等  

 [注] 全ての出願書類を英語で作成してください。英語で作成できない場合は、英訳を必ず添付し、

機関の代表者からの署名及び公印のもと提出してください。 

出願書類等 摘要 

①入学志願票 ・本募集要項の添付様式を使用し、データで作成してくださ 

い。 

・写真は、上半身・無帽・正面向きのもので、出願前３か月以内

に撮影したもの（受験時に眼鏡を使用するものは、眼鏡をかけ

て撮影したもの）とし、比率は縦４×横３とします。添付した

写真のデータも提出してください。 

②修士（専門職学位）課程

修了(見込み）証明書 

又は 

修士学位取得（見込み）

証明書 

・修士（専門職学位）課程修了（見込み）証明書は、出身（在籍）

大学院の研究科長（又は学長）が作成したものを提出してくだ

さい。 

・修了（見込み）証明書に取得学位が記載されていない場合は、

学位授与（見込み）証明書を提出してください。 

③学業成績証明書 ・出身（在籍）大学院の研究科長（又は学長）が作成（厳封）し

たものを提出してください。 

④推薦書 ・本学のリエゾンプロフェッサー（または本学連携窓口教員）が

作成した推薦書１通と、在籍または修了した大学院等の指導教

員が作成した推薦書１通の合計２通を提出してください。推薦

書は研究科長宛とし、被推薦者の氏名が記入されていることが

必要です。また、推薦書には、被推薦者の研究能力と人物の評

価についても記載してください。 

・書式は任意とします。 

⑤修士学位論文要旨又は

研究経過報告書 

・修士の学位を有する者は、修士学位論文の写し又はその論文要

旨(2,000字程度で作成のこと）を提出してください。 

・修士課程修了見込者で修士学位論文を提出できない場合は、修

士課程における研究状況等を詳細に記載した研究経過報告書（所

定様式）を提出してください。 

⑥研究計画書 ・所定様式により、入学後の学修及び研究計画の予定について記

述し、作成してください。 

⑦英語能力判定試験 

スコア 

・TOEFL、TOEIC Listening and Reading または IELTS Academic

テストのスコア(３年以内のもの)を提出してください。出願期限

後に提出されたスコアは受理できませんのでご注意ください。な

お、手元にスコアがない場合は、各自で再発行手続きを行い、出

願期限までに提出してください。新潟大学は実施機関から直接ス

コアを受取りません。ご自身の手元に届くよう手続してくださ

い。 

⑧パスポートの写し ・パスポートの身分事項ページの写しを提出してください。 
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４．選抜方法 

   入学者の選抜は、書類審査及び面接の結果を総合して行います。 

 

[注] 面接は、直接対面か、又はインターネットを利用した双方向音声・画像通信のいずれかで行

い、修士論文（修了見込みの者に対しては研究経過）、その他の研究業績及び研究計画の内容に

ついてのプレゼンテーションと質疑応答を英語で行います。 

 

 

５．面接期日 

令和８年 10月 14日（水）～令和８年 10月 29日（木）の 1日 ※土日は除く 

 なお、実施時間は 10：00～16：00（日本時間）の間としますが、原則として出願者の都合に合

わせて決定します。 

 

 

６．合格発表 

令和８年 12月３日（木）12：00（日本時間） 

新潟大学大学院自然科学研究科ホームページに合格者の受験番号を掲載します。 

https://www.gs.niigata-u.ac.jp/~gsweb/gs/index.html 

合否の結果は、本人宛に文書により通知します。 

 

 

７．授業料等学生納付金 

(1) 入学料：282,000 円 

授業料：535,800 円 

詳細は、新潟大学ホームページ参照。 

 https://www.niigata-u.ac.jp/campus/economic/tuition/fee/ 

 

(2) 学生教育研究災害傷害保険料及び付帯賠償責任保険料 ：3,620円（３年間）(予定) 

 

 

８．合格及び入学許可の取消し 

(1) 合格者が、入学手続き完了後に、見込まれていた入学資格を取得できなかった場合等には、合格

及び入学許可を取り消します。 

(2) 出願書類等について虚偽のものを提出した場合、又はその他の不正な事実が判明した場合は、入

学後でも入学を取り消すことがあります。 

 

 

９．注意事項 

（1）出願時に受入指導教員が決定していない場合は、出願書類等を受理できません。 

（2）出願後は、出願書類等の記載事項の変更は認めません。 

 (3) 出願書類等に不備がある場合には、受理しないことがあります。 
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10.事前資格の審査 

 「２．出願資格」の（2）、（3）、(6）、(7)、（8）のいずれかに該当する者については、次により出 

願資格の確認を受けてから出願してください。 

 

 

１．申請書類 

出願資格により異なります。「５．各出願資格について」を参照してください。 

なお、事前資格審査で提出した書類は、出願の際も引き続き使用しますので、再度提出する必要 

はありません。 

 

 

２．提出方法 

pdf等データにより、メールにて提出してください。 

証明書類については、原本の提出をお願いしますが、pdfデータを受理後、指示します。 

 新潟大学大学院自然科学研究科学務係 

 メールアドレス：z-gakumu@adm.niigata-u.ac.jp 

 

 

３．提出期限 

令和８年９月１日（火）17:00（日本時間） 

 

 

４．出願資格審査結果の通知 

令和８年９月 10日（木） 

※ 出願資格の認定を受けた者は、２ページの「３．出願手続」のとおり手続きを行ってくだ 

さい。 

※ 詳細は、審査結果の通知の際、お伝えします。 

 

 

５．各出願資格について 

◆出願資格（2）、（3） 

「外国の修士の学位及び専門職学位」は、それぞれ学校教育法第 104条の規定に基づき授与さ 

れる「修士の学位又は専門職学位」に相当する学位として扱われます。 

〔審査書類等〕 

審査書類等 摘        要 

① 入学試験出願資格認定審査 

調書 

所定様式により作成してください。 

② 修士（専門職学位）課程 

修了(見込み)証明書又は 

修士学位取得(見込み)証 

明書 

・修士（専門職学位）課程修了（見込み）証明書は、出身（在籍） 

大学院の研究科長（又は学長）が作成したものを提出してくださ 

い。 

・修了（見込み）証明書に取得学位が記載されていない場合は、学 

位授与（見込み）証明書を提出してください。 

③ 学業成績証明書 出身（在籍）大学院の研究科長（又は学長）が作成（厳封）したも

のを提出してください。 
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④ 修士学位論文等 

 

・修士の学位を有する者は、修士学位論文の写し又はその論文要旨 

（2,000 字程度で作成のこと) を提出してください。 

・修士課程修了見込者で修士学位論文を提出できない場合は、修士 

課程における研究状況等を詳細に記載した研究経過報告書を提出 

してください。 

⑤ 研究計画書 所定様式に、入学後の学修及び研究計画の予定について記述し、作

成してください。 

⑥ パスポートの写し又は 

在留カードの写し 

【該当者のみ提出】 

外国籍を有する者は、パスポートの写し（顔写真ページ及び在留資

格が記載されているページ）又は在留カードの写し（表裏両面）を

提出してください。 

 

 

 

◆出願資格（6）、（7） 

本研究科において、次の(1)及び(2)の要件を満たす者について審査し、出願資格を認定します。 

(1)日本の大学を卒業し、又は外国の学校教育における 16 年の課程を修了した後、教育機関・

研究機関及び企業等において、２年以上研究に従事した者であること。 

(2)著書、学術論文、学術講演、学術報告、特許等において、修士論文と同等以上の価値がある 

と認められる研究業績を有する者であること。 

 

審査書類等 摘        要 

① 入学試験出願資格認定審査 

調書 

所定様式により作成してください。 

② 卒業証明書 出身大学長又は学部長が作成したものを提出してください。 

③ 学業成績証明書 出身大学長又は学部長が作成したものを提出してください。 

④ 研究業績書 

 

所定様式に、著書、学術論文、学術講演、学術報告及び特許等を記

載し、その業績を表す文書等の写しを添付してください。 

⑤ 研究経過報告書 所定様式に、大学卒業後の教育機関、研究機関及び企業等における

調査研究等を詳細に記載してください。 

 

 

◆出願資格（8） 

本研究科において、入学希望者個人の能力等の個別審査により出願資格を認定します。 

個別の出願資格審査の対象となる者は、短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校の卒業 

者やその他の国内外の教育施設の修了者等で、令和９年３月 31日までに 24歳に達するものです。 

  〔審査書類等〕 

審査書類等 摘       要 

① 入学試験出願資格認定審査 

調書 

所定様式により作成してください。 

② 卒業（修了）証明書 ・出身学校長が作成したものを提出してください。 

・短期大学又は高等専門学校の専攻科等の修了者は、短期大学又は

高等専門学校の卒業証明書と専攻科等の修了証明書を提出してくだ

さい。 



7 

 

③ 学業成績証明書 ・出身学校長が作成したものを提出してください。 

・短期大学又は高等専門学校の専攻科等の修了者は、短期大学又は

高等専門学校の成績証明書と専攻科等の成績証明書を提出してくだ

さい。 

④ 研究業績書 所定様式に、著書、学術論文、学術講演、学術報告及び特許等を記

載し、その業績を表す文書等の写しを添付してください。 

⑤ 研究経過報告書 所定様式に、学校等卒業（修了）後の教育機関、研究機関及び企業

等における調査研究等（短期大学又は高等専門学校の専攻科等の修

了者は、専攻科等における研究状況等を含む。） を詳細に記載して

ください。 
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令和９年４月入学「未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業（FLAGs）」 

による外国人留学生特別選抜に係る追記事項について 

 

 

令和９年４月「未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業（FLAGs）」による外国人留

学生特別選抜の募集を開始します。 

  

 

英語能力判定試験のスコアの提出について 

過去３年以内に受験した TOEFL、TOEIC Listening and Reading または IELTS Academic テストのスコ

アの提出が必要です。TOEFL,TOEIC Listening and Reading または IELTS Academic 以外の英語能力判

定試験のスコア及び遅れて提出したスコアは受理できませんので、ご注意ください。なお、手元にスコ

アがない場合は、各自で再発行手続きを行い、出願期限までに提出してください。新潟大学は実施機関

から直接スコアを受取りません。ご自身の手元に届くよう手続してください。 

 

 

宿舎について 

宿舎については、学生の来日前に、個別にお知らせします。 

 

 

お問合せ 

〒950-2181新潟県新潟市西区五十嵐２の町 8050番地 

新潟大学大学院自然科学研究科学務係 

TEL: +81-25-262-7387 

FAX: +81-25-262-7398 

Email: z-gakumu@adm.niigata-u.ac.jp 

 


